
ゲルマニウム半導体検出器

設備紹介

ゲルマニウム半導体検出器

Ge半導体検出器は、Ge半導体に入射した放射
線（γ線）がその中で作り出す荷電粒子の運動
経路に沿って生じる自由電子を利用して放射線
を検出します。最大の特徴は、優れたエネルギ
ー分解能（1.9 keV）で、多くの核種を精度良
く検出できます。Ge検出器、マルチチャンネル
波高分析器および解析コンピュータから構成さ
れています（図1、図2）。
Ge検出器は、外部からの放射線を遮断する遮
へい体（陸奥鉄5cm、鉛5cm）の中にあります。

測定は、Ge半導体結晶を液体窒素で冷やしなが
ら行います。マルチチャンネル波高分析器は、
検出器から入力されたパルス信号を波高値別に
収集し、データを解析コンピュータに出力しま
す。

図3は、輸入きのこのγ線スペクトルの一例で
す。γ線のエネルギーは核種に固有なので、検
出ピークの位置から核種が同定され、ピーク面
積から放射能量が求められます。本試料から、
チェルノブイリ原発事故由来と推定されるセシ
ウム-137（Cs-137）が検出されました。この
ように、農作物、土壌等多くの環境試料中の核
種の同定・定量が可能です。

駒沢支所では、40年にわたって、Ge半導体検
出器で大気浮遊塵、雨水の放射能を測定し、都
民生活の安全確保に努めています。昨年、2006
年10月9日に北朝鮮の核実験が行われた時も、
都の地域防災計画（原子力災害対策）に基づい
て、24時間体制で環境中の放射能を測定しまし
た。この時は、幸い異常値は検出されませんで
した。
放射線に関する依頼測定、ご相談等がありま
したら、産技研駒沢支所にご連絡ください。
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ゲルマニウム（Ge）半導体検出器は、多核
種を同時に定量します。試料の化学分離等を
ほとんど必要としないので、土壌、農産物、
海産物等多くの環境試料の核種測定を簡便か
つ精度良く行うことができます。


